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検 索西和賀町

2010
（平成22年）

7月号

今月の内容

7月10日、町内在住の若者たち主催の音楽
イベント『GREEN MOUNTAIN』のひと
コマ（関連９Ｐ）

雨を吹き飛ばした熱気

No.57

町民劇場が始まります･･････････････････2P
沢内地区交通死亡事故ゼロ 2500 日達成･･･3P
宝くじ文化公演「銀河鉄道の夜」･････････3P
北上地区支部消防操法競技会････････････4P
雪氷まつり催し物の予定････････････････5P
国保の保険証更新･･････････････････････6P
まちづくり基本条例をつくる会⑩････････8P
地域レーダー･･････････････････････････9P
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西
和
賀
町
が
誕
生
し
て
５
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
見
つ
め
直
す

と
と
も
に
、
今
ま
で
関
心
を
持
た
な
か
っ

た
他
の
地
域
に
も
目
を
向
け
、
お
互
い
を

理
解
し
合
う
こ
と
で
、
真
に
精
神
文
化
の

融
和
が
図
ら
れ
、
そ
の
こ
と
で
新
し
い
西

和
賀
町
の
価
値
観
を
創
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
、
今
回

「
に
し
わ
が
町
民
劇
場
」
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
町
民
劇
場
は
、
演
劇

制
作
を
主
体
と
し
て
、
た
と
え
ば
コ
ー
ラ

ス
や
民
謡
、
吹
奏
楽
、
民
俗
芸
能
、
舞
踊
、

和
太
鼓
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
町
民
が
親
し

ん
で
い
る
演
芸
や
演
目
な
ど
を
集
め
て
、

ひ
と
つ
の
舞
台
に
構
成
し
て
総
合
舞
台
と

し
て
創
り
上
げ
、
来
年
秋
の
本
番
発
表
を

目
指
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

本
番
の
舞
台
の
成
否
も
大
事
な
こ
と
で

す
が
、
こ
の
取
組
み
の
本
当
の
ね
ら
い
は
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
（
過
程
）
に
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
よ
り
多
く
の
町
民
が
関
わ
り
を

持
ち
、
役
割
を
担
い
、
責
任
を
果
た
す
こ

と
で
充
実
感
や
達
成
感
が
得
ら
れ
、
こ
の

他
の
取
組
み
や
活
動
に
も
波
及
効
果
が
表

れ
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
取
組
み
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
数

人
の
有
志
の
方
々
に
呼
び
か
け
、
過
日
、

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
草
の
根
に
よ

る
仲
間
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
舞
台

づ
く
り
の
経
験
や
知
識
の
有
無
、
あ
る
い

は
演
技
や
技
能
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。
ど

な
た
に
で
も
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
が
必

ず
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん

か
ら
参
加
い
た
だ
き
、
舞
台
づ
く
り
の
楽

し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

町民劇場が始まります

銀河ホール開館10周年記念、湯田沢内町村民交流劇場「年代記を綴る人々」の舞台より（平成14年12月）

◆
日
時　

８
月
４
日
（
水
）
午
後
７
時

◆
場
所　

湯
田
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
会
議
室

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
詳
細
は

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
／

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
・
銀
河
ホ
ー
ル

☎
８
２
ー
３
２
４
０

来
年
秋
の
本
番
へ
向
け
て

　
　
　

新
た
な
価
値
観
の
創
造
を

実
行
委
員
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

次
回
実
行
委
員
会
の
お
知
ら
せ
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北
上
警
察
署
沢
内
駐
在
所
管
内
で
は
、

平
成
15
年
８
月
26
日
未
明
の
貝
沢
地
内
で

の
車
両
単
独
事
故
以
来
、
交
通
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
お
ら
ず
、
７
月
１
日
に
死
亡

事
故
ゼ
ロ
継
続
日
数
２
５
０
０
日
を
達
成

し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
録
の
達
成
を
祝
し
、
北
上
地
方

交
通
安
全
協
会
沢
内
支
会
（
加
藤
保
典
会

長
）
で
は
７
月
３
日
、
沢
内
バ
ー
デ
ン
を

会
場
に
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
協
会
関
係
者
な
ど
お
よ
そ
１

０
０
人
が
参
加
し
た
式
典
で
は
、
沢
内
庁

舎
前
の
継
続
日
数
表
示
板
の
数
字
を
毎
日

架
け
替
え
し
て
い
る
佐
々
木
正
弘
さ
ん

（
太
田
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
加

こ
う 

こ

藤
会
長
は
「
６
年
と
10
か
月
、
交
通
死
亡

事
故
が
な
い
記
録
を
達
成
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
記
録
を
一
日
一
日
と
積
み
重
ね
、

継
続
３
０
０
０
日
（
平
成
23
年
11
月
）
に

ト
ラ
イ
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
き
、
西
和
賀
町
新
町
出
身
で

東
京
都
に
在
住
す
る
山
中
紅
香
さ
ん
の
講

談
と
落
語
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
談
の
演

目
は
「
い
の
ち
の
山
河
」
。
映
画
「
い
の

ち
の
山
河
〜
日
本
の
青
空
Ⅱ
〜
」
を
観
て

深
く
感
動
し
た
と
い
う
山
中
さ
ん
は
、
深

澤
晟
雄
沢
内
村
長
の
活
躍
を
描
い
た
「
い

の
ち
の
山
河
」
を
熱
演
し
、
参
加
者
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
、
東
京
都
を
中
心
に
活
躍
す

る
劇
団
「
東
京
ノ
ー
ヴ
イ
・
レ
パ
ー
ト
リ

ー
シ
ア
タ
ー
」
の
演
じ
る
『
銀
河
鉄
道
の

夜
』
が
、
銀
河
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
ま
し

た
。
花
巻
出
身
の
作
家
、
宮
沢
賢
治
の
名

作
を
一
流
の
劇
団
が
演
じ
、
宝
く
じ
助
成

で
入
場
料
も
割
安
と
あ
っ
て
銀
河
ホ
ー
ル

は
満
員
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
演
は
「
夜
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
、
照

明
を
落
と
し
た
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

暗
い
舞
台
が
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
で
照
ら
さ

れ
、
鏡
の
反
射
や
水
を
使
っ
た
ゆ
ら
め
き

な
ど
、
幻
想
的
な
明
か
り
の
中
で
物
語
が

進
行
。
観
客
の
一
人
は
「
原
作
を
読
ん
だ

こ
と
が
あ
る
が
、
雰
囲
気
が
原
作
と
ぴ
っ

た
り
だ
っ
た
と
思
う
」
と
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

記念式典であいさつをする加藤会長

「いのちの山河」を熱演した山中さん

沢
内
駐
在
所
管
内

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ 

2
5
0
0
日
達
成

 

◀「銀河鉄道」
に乗り不思議な
旅を続けます

　漁のため北の海に出たまま戻ってこない父、
病気がちで家から出られない母を支えながら
姉と二人で働くジョバンニ。学校の帰りに毎
日活版所で活字を拾い、わずかなお金を稼ぐ
生活をしていました。父親がいないため他の
子どもたちから仲間はずれにされる中、小さ
い時からの友達カンパネルラだけはジョバン
ニに優しくしていました。

　村の祭「ケンタウル祭」の夜、ジョバンニ
はまた仲間はずれにされ、誰もいない暗い丘
に寝転んで星を見上げます。

　その時ジョバンニは「銀河ステーション、
銀河ステーション…」という不思議な声を聞
き、気がつくと銀河鉄道の列車に乗っていま
した。向かいにはカンパネルラも座っています。

　銀河鉄道は「北十字」を通り、「白鳥」の
駅で止まり、気のいい鳥捕りに出会ったり…。

　やがて「南十字」で乗客のほとんどが降り
てしまいますが、「ほんとうのさいわい」を
求めて二人の旅は続きます。

あ ら す じ

▲仲間はずれに
され丘の上に寝
転ぶジョバンニ

宝
く
じ
文
化
公
演

宝
く
じ
文
化
公
演

宝
く
じ
文
化
公
演

東
京
ノ
ー
ヴ
イ・レ
パ
ー
ト
リ
ー
シ
ア
タ
ー

東
京
ノ
ー
ヴ
イ・レ
パ
ー
ト
リ
ー
シ
ア
タ
ー

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

東
京
ノ
ー
ヴ
イ・レ
パ
ー
ト
リ
ー
シ
ア
タ
ー

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
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西和賀町開票区開票結果
　　　　　　　　　　　　7月11日投開票

■岩手県選出議員選挙（届出順・敬称略）
　高　橋　ゆきふみ　１，７５８
　主　浜　りょう　　２，０００
　伊　沢　昌　弘　　　　４７８
　せがわ　貞　清　　　　２６８

　得　票　総　数　　４，５０４
　　有効投票数　　　４，５０４
　　無効投票数　　　　　１４２
　投　票　総　数　　４，６４６
　投　票　率　　　　７６．３５％（県内１位）

■比例代表選出議員選挙（政党ごと・届出順）
　　※得票数の小数は、個人名のあん分票によるもの

　幸福実現党　　　　　　　１６
　みんなの党　　　　　　１８８．０３３
　民主党　　　　　　１，８０５．９０２
　女性党　　　　　　　　　２２
　自由民主党　　　　１，１４３．９４４
　新党改革　　　　　　　　３１．０２７
　社会民主党　　　　　　４０８．９６６
　たちあがれ日本　　　　　４５
　日本創新党　　　　　　　　９
　国民新党　　　　　　　１３４
　公明党　　　　　　　　３４８
　日本共産党　　　　　　２１５．１２５

　得　票　総　数　　４，３６６．９９７
　政党等の得票総数　３，０４１
　名簿搭載者の得票総数
　　　　　　　　　　１，３２５．９９７
　あん分の際切り捨てた票数　０．００３
　いずれの政党等・名簿搭載者にも
　属さない票数　　　　　　　３
　有効投票数　　　　４，３７０
　無効投票数　　　　　　２７６
　投　票　総　数　　４，６４６
　投　票　率　　　　７６．３５％（県内１位）

第
１
分
団
第
１

第
１
分
団
第
１
部︵
川
尻

︵
川
尻
︶優
勝
！

優
勝
！　
北
上
地
区
支
部
消
防
操
法
競
技
会

北
上
地
区
支
部
消
防
操
法
競
技
会

第
１
分
団
第
１
部︵
川
尻
︶優
勝
！　
北
上
地
区
支
部
消
防
操
法
競
技
会

　

第
40
回
目
を
迎
え
た
（
財
）
岩
手
県
消

防
協
会
北
上
地
区
支
部
消
防
操
法
競
技
会

が
、
７
月
３
日
に
北
上
市
の
展
勝
地
第
２

駐
車
場
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
競
技
会
は
消
防
団
員
の
技
術
向
上

を
目
的
に
隔
年
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
今
回
は
西
和
賀
町
か
ら
ポ
ン
プ
車
の

部
２
隊
と
小
型
ポ
ン
プ
の
部
３
隊
、
北
上

市
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
４
隊
ず
つ
の
合
計
13

隊
が
出
場
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
部
隊
も

市
や
町
の
競
技
会
で
上
位
に
入
賞
し
た
精

鋭
で
す
。

　

競
技
で
は
ポ
ン
プ
か
ら
ホ
ー
ス
を
展
長

し
、
放
水
で
火
点
（
標
的
）
を
倒
す
ま
で

の
速
さ
、
撤
収
す
る
ま
で
の
行
動
の
正
確

さ
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。
強
い
日
差
し
の

下
出
場
し
た
操
作
員
は
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
、
真
剣
な
表
情
で
競
技
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

競
技
会
の
結
果
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
で
西
和
賀
町
消
防
団
第
１
分
団
第
１
部

（
川
尻
）
が
見
事
優
勝
を
勝
ち
取
り
、
堂

々
の
岩
手
県
大
会
へ
の
出
場
権
を
取
得
し

ま
し
た
。
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
第
６
分

団
第
３
部
（
貝
沢
）
が
２
位
に
入
賞
、
惜

し
く
も
優
勝
は
逃
し
ま
し
た
が
各
隊
と
も

好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
大
会
は
７
月
23
日
、
矢
巾
町
の

岩
手
県
消
防
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
結
果
は
次
号
で
お
伝
え
し
ま
す
）

○
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

優
勝　

１
分
団
１
部
（
川
尻
）

３
位　

６
分
団
１
部
（
川
舟
）

○
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

準
優
勝　

６
分
団
３
部
（
貝
沢
）

４
位　

４
分
団
１
部
（
前
郷
）

７
位　

３
分
団
３
部
（
飯
豊
）

○
最
優
秀
個
人
賞

◇
ポ
ン
プ
車
の
部
２
番
員
・
佐
藤
和
雄

（
６
分
団
１
部
班
長
）

◇
小
型
ポ
ン
プ
の
部
指
揮
者
・
高
橋
洋
一

（
４
分
団
１
部
班
長
）

３
番
員
・
岩
井
一
栄
（
６
分
団
３
部
団
員
）

小型ポンプの部準優勝の６分団３部

西
和
賀
町
消
防
団
の
成
績

第22回 参議院議員通常選挙

見事優勝を
勝ち取った
１分団１部
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７
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月

間
」
で
す
。
献
血
者
数
が
特
に
少
な
く
な

り
が
ち
な
こ
の
季
節
、
皆
さ
ん
か
ら
の
献

血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ど
ん
な
人
が
献
血
で
き
る
の
？
】

　

献
血
は
、
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
健
康

な
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。
献
血
前
に
は
、
献
血
を
す
る
人

の
健
康
状
態
を
伺
う
た
め
の
問
診
、
貧
血

の
心
配
が
な
い
か
確
認
す
る
た
め
の
血
液

比
重
測
定
、
血
液
型
事
前
判
定
が
行
わ
れ

ま
す
。

【
血
液
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
？
】

　

献
血
で
提
供
さ
れ
た
血
液
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
成
分
ご
と
に
、
必
要
と
す
る
方
へ
の

輸
血
用
や
、
薬
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
ま

す
。
血
液
か
ら
作
ら
れ
る
薬
に
は
、
血
液

を
凝
固
さ
せ
る
は
た
ら
き
を
補
充
す
る
た

め
の
薬
や
、
大
量
出
血
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク

や
重
度
の
や
け
ど
な
ど
の
治
療
に
使
わ
れ

る
薬
、
免
疫
力
の
低
下
や
重
い
感
染
症
の

治
療
に
使
わ
れ
る
薬
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的
人

権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
監

視
し
、
侵
犯
さ
れ
た
場
合
は
そ
の
救
済
の

た
め
適
切
な
処
理
を
す
る
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚

に
務
め
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
自
宅
や
電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ
て

い
ま
す
。

　

和
泉
さ
ん
の
ほ
か
、高
橋
信
男
さ
ん（
湯

之
沢
）
、
藤
原
忠
正
さ
ん
（
川
尻
）
、
高

橋
千
賀
子
さ
ん
（
川
舟
）
も
在
職
中
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
／
町
民
課
☎
８
５
ー
２
１
１
１

人
権
擁
護
委
員
に

　
　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

人
権
擁
護
委
員
の
加
藤
茂
さ
ん（
新
町
）

の
後
任
と
し
て
、
新
た
に
鍵
飯
の
和
泉
昭

さ
ん
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
今
年
７
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

和泉　昭さん
（鍵飯）

①
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

皆
さ
ん
の
献
血
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で
輸

血
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
届
き
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

②
献
血
を
続
け
て
く
だ
さ
い

　

血
液
は
、
人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
長
期
間
の
保
存
も
で

き
ま
せ
ん
。
常
に
誰
か
が
献
血
に
よ
っ
て

輸
血
用
の
血
液
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
年
間
を

通
じ
て
継
続
し
た
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

③
み
ん
な
で
広
め
て
く
だ
さ
い

　

継
続
し
て
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
が
大

切
な
献
血
。
献
血
す
る
人
が
増
え
る
と
、

助
か
る
人
も
増
え
ま
す
。
「
献
血
の
大
切

さ
」
、「
献
血
を
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
」
。

こ
の
こ
と
を
皆
さ
ん
で
広
め
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
町
民
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

町
民
課
☎
８
５
ー
２
１
１
１

皆
さ
ん
へ
の
３
つ
の
お
願
い

７
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間

献
血
に
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い

献
血
に
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い

　西和賀の夏を代表するイベント「さわうち雪氷まつり」
と「沢内マラソンマスターズ大会」が今年もやってきます。
たくさんの出店など今年も楽しい催しを準備しています。
ご家族みんなで、お越しください。

今年も真夏の雪まつりがやってきます

今年も暑い雪の季節今年も暑い雪の季節
雪氷まつりがやってく雪氷まつりがやってくる！
今年も暑い雪の季節
雪氷まつりがやってくる！

　9:30～11:00　第14回沢内マラソンマスターズ大会
　9:35～　9:45　雪氷みこし（保育園児）
　9:30～13:00　雪ジャンボすべり台開放
10:00～12:00　雪ゲーム大会（宝探し・雪山駆け登り）
10:00～17:30　真夏のスノーボード『西和賀・遊び・紀行』
11:00～11:30　雪国文化賞表彰式
12:55～13:00　餅まき大会
13:00～17:30 “西和賀・遊び・紀行”ＤＪなど

主な内容

さわうち雪氷まつり実行委員会事務局
（観光商工課内）☎８２-３２９０

問い合わせ先

８/１

会場：志賀来野外ステージ
※会場付近の町道東側幹線は午前9時から11時まで通行止めになります。
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一
部
負
担
金
の
減
免
制
度

　

災
害
な
ど
が
原
因
で
資
産
に
重
大
な
損

害
を
受
け
た
人
や
、
廃
業
、
失
業
な
ど
の

理
由
で
所
得
が
著
し
く
減
少
し
た
人
、
そ

の
他
特
別
な
事
情
が
あ
り
生
活
が
困
窮
し

て
い
る
人
は
、
申
請
す
る
こ
と
で
病
院
の

窓
口
で
支
払
う
医
療
費
の
一
部
負
担
金
が

減
免
ま
た
は
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
医
療
保
険
室
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が

な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

医
療
保
険
室
☎
８
５

｜

３
４
１
４

と
、
一
か
月
ご
と
の
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
場
合
で
も
、
支
払
う
金
額
が
世
帯

ご
と
の
所
得
区
分
に
応
じ
た
自
己
負
担
限

度
額
（
下
表
の
と
お
り
）
ま
で
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合

は
、
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
は
、
毎
年
７
月
末
が
有
効

期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
入
院

が
必
要
な
人
や
新
た
に
入
院
す
る
人
は
、

役
場
の
窓
口
で
認
定
証
の
交
付
申
請
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
の
際
は
印

鑑
と
、
現
在
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
は

認
定
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
院
時
に
認
定
証
を
提
示
で
き

な
か
っ
た
場
合
で
も
、
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
は
、
役
場
に
申
請
す
る
と
、

限
度
額
を
超
え
た
分
が
後
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

▲

限
度
額
適
用
認
定
証
は
ク
リ
ー
ム
色
で
す
。

　

高
齢
受
給
者
証（
以
下『
受
給
者
証
』）は
、

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
国
保
の
被
保
険
者

に
交
付
さ
れ
ま
す
。
所
得
に
応
じ
た
医
療

費
の
自
己
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
、
医
療
機
関
に

か
か
る
と
き
に
は
必
ず
持
参
し
て
、
保
険

証
と
一
緒
に
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
受
給
者
証
は
毎
年
７
月
末
が
有
効

期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
受
給
者

証
は
７
月
中
に
該
当
者
に
交
付
し
ま
す
。

▲

高
齢
受
給
者
証
は
白
色
で
す
。

　

70
歳
未
満
の
国
保
の
被
保
険
者
は
、
入

院
時
に「
限
度
額
適
用
認
定
証
」（
以
下『
認

定
証
』）を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新
を

高
齢
受
給
者
証
は
大
切
に

※「一定以上の所得がある人」＝国保70歳以上の世帯員及
び旧国保被保険者全員の住民税課税所得と収入額で判定
●住民税課税所得＝145万円以上
●収入額＝複数世帯で520万円以上、単身世帯で383万円以上
　「旧国保被保険者」＝国保被保険者から後期高齢者医療
　の被保険者に変わった人 

※「上位所得者」＝国民健康保険加入者の所得合計が年額
　600万円を超える世帯　

■自己負担限度額 

7 0 歳 未 満 の 人
自己負担限度額区　　分

150,000円＋（医療費－500,000円）×１％
４回目以降は83,400円
80,100円＋（医療費－267,000円）×１％
４回目以降は44,400円
35,400円
４回目以降は24,600円

上位所得者※

住民税課税世帯

住民税非課税世帯

7 0 歳 以 上 の 人
外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）区　　分

80,100円+(医療費‒
267,000円)×1%
4回目以降は44,400円

44,400円

24,600円

15,000円

44,400円

12,000円

8,000円

8,000円

一定以上の所得
がある人※

一　　　　　般

住民税非課税世帯 Ⅱ

住民税非課税世帯 Ⅰ
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年
４
月
現
在
の
37.9
％
を
さ
ら
に
上
回
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
出
生
数
の
推
移
を
み
る
と
、
平

成
18
年
に
は
37
人
、
平
成
21
年
の
出
生
数

は
31
人
と
、
下
降
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
状
況
で
す
。

　

急
速
な
少
子
化
の
進
行
は
、
経
済
社
会

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
少

子
化
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
、
県
を
は
じ

め
各
行
政
機
関
や
団
体
等
が
一
体
と
な
っ

て
従
来
の
取
り
組
み
に
加
え
、
更
な
る
対

策
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

計
画
の
性
格

　

こ
の
計
画
は
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
第
８
条
に
基
づ
き
西
和
賀
町
が
子

ど
も
の
成
長
と
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
施

策
を
総
合
的
に
進
め
る
た
め
の
基
本
的
指

針
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
家
庭
で
の
子
育

て
を
中
心
に
、
行
政
、
事
業
所
や
職
場
、

学
校
、
地
域
団
体
な
ど
、
社
会
全
体
で
少

子
化
時
代
の
子
育
て
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
む
た
め
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。

計
画
の
期
間

　

平
成
17
年
度
か
ら
10
年
間
の
期
間
で
、

平
成
17
年
度
か
ら
５
年
間
を
前
期
計
画
、

平
成
22
年
度
か
ら
の
５
年
間
を
後
期
計
画

と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
☎
８
５

｜

３
４
１
２

NISHIWAGA－2010.07.

●
支
給
の
条
件
は

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の

状
態
に
あ
る
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

（
一
定
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
場
合

は
20
歳
未
満
）
を
監
護
し
、
か
つ
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
る
父
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
②
母
が
死
亡
・
生
死
不
明
・

重
度
の
障
害
の
状
態
③
母
が
１
年
以
上
児

童
遺
棄
・
１
年
以
上
拘
禁
・
未
婚
で
出
生

●
申
請
手
続
き
は

　

役
場
保
健
福
祉
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

す
で
に
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
人

は
、
11
月
30
日
㈫
ま
で
申
請
す
る
と
、
８

月
分
か
ら
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
12

月
以
降
の
申
請
の
場
合
は
、
申
請
の
翌
月

分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の
は

　

戸
籍
謄
本
、
印
鑑
、
年
金
手
帳
、
申
請

者
名
義
の
口
座
の
通
帳
、
そ
の
他
申
請
者

の
状
況
に
応
じ
た
必
要
書
類

※

所
得
要
件
な
ど
で
受
給
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
☎
８
５

｜

３
４
１
２

組
み
の
進
捗
状
況
や
課
題
を
検
討
し
て
、

今
年
３
月
、
新
た
な
プ
ラ
ン
（
後
期
計
画
）

を
策
定
し
ま
し
た
。
感
性
に
満
ち
た
た
く

ま
し
い
子
ど
も
を
育
て
る
と
と
も
に
、
す

べ
て
の
子
ど
も
が
持
つ
権
利
や
自
由
が
最

大
限
に
尊
重
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

策
定
の
背
景

　

西
和
賀
町
の
65
歳
以
上
の
人
口
の
割
合

は
、
平
成
21
年
４
月
現
在
で
40.7
％
（
西
和

賀
町
住
民
基
本
台
帳
調
べ
）
で
、
平
成
18

　

町
で
は
、
平
成
19
年
３
月
に
『
子
ど
も

の
笑
顔
が
す
べ
て
の
人
を
結
ぶ
ま
ち
づ
く

り
』
を
基
本
理
念
と
し
て
、
「
西
和
賀
町

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
〜
に
し
わ
が

子
ど
も
プ
ラ
ン
〜
」（
前
期
計
画
）
を
策
定

し
、
子
育
て
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
少
子
化
の
進
行
は
依
然
と
し

て
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
、
今
後
一
層

効
果
的
な
子
育
て
支
援
対
策
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
期
行
動
計
画
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
取

西
和
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

西
和
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

に
し
わ
が
子
ど
も
プ
ラ

に
し
わ
が
子
ど
も
プ
ラ
ン（
後
期
計
画

（
後
期
計
画
）策
定
策
定

西
和
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

西
和
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

に
し
わ
が
子
ど
も
プ
ラ

に
し
わ
が
子
ど
も
プ
ラ
ン（
後
期
計
画

（
後
期
計
画
）策
定
策
定

西
和
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

西
和
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

に
し
わ
が
子
ど
も
プ
ラ

に
し
わ
が
子
ど
も
プ
ラ
ン（
後
期
計
画

（
後
期
計
画
）策
定
策
定

西
和
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

に
し
わ
が
子
ど
も
プ
ラ
ン（
後
期
計
画
）策
定

平
成
22
年
８
月
分
か
ら

父
子
家
庭
に
も
児
童
扶
養

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

◇基本理念
『子どもの笑顔がすべての人を結ぶまちづくり』

◇基本目標
１　みんなで創る　支えあい　やさしさあふれる子育てのまち
２　みんなで創る　新しい命を育み　幸せを実感できるまち
３　みんなで創る　子どもの利益が最大限に尊重されるまち
４　みんなで創る　子どもが明るく育つ　喜びのあるまち

◇基本方針
Ａ　子育て家庭に対する支援の充実
Ｂ　安心できる母子保健の推進
Ｃ　職業生活と家庭生活の両立の支援
Ｄ　次代を担う世代の育成
Ｅ　子育て家庭にやさしい安全・安心な生活環境の整備
Ｆ　支援を必要とする児童への取組の推進

◇基本施策（26の施策のうちの主な内容）
・保育サービスの充実
・妊産婦保健と母親・父親支援事業の充実
・仕事と子育ての両立の支援
・生きる力を育てる地域教育活動の推進
・良好な住環境の確保・生活環境の整備
・子どもを犯罪から守る活動・防犯対策の実施

にしわが子どもプランの体系図



8NISHIWAGA－2010.07.

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を

　
　
　
　

つ
く
る
会
の
活
動
報
告
⑩

◆
問
い
合
わ
せ
先

政
策
推
進
室　

☎
8
2

－

3
2
8
4

▲第17回全体会のようす

◆
第
16
回　

全
体
会

日
時
／
6
月
24
日
午
後
6
時
30
分
か
ら

会
場
／
役
場
湯
田
庁
舎

　

条
例
に
盛
り
込
む
べ
き
事
項
の
う
ち
「
行

財
政
運
営
」が
議
題
で
し
た
。行
政
側
の
ル
ー

ル
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り

も
専
門
的
な
内
容
に
な
る
こ
と
か
ら
、
先
進

自
治
体
の
条
文
を
参
考
に
、
項
目
ご
と
に
事

務
局
か
ら
の
説
明
を
加
え
な
が
ら
、
全
体
で

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

◆
第
17
回　

全
体
会

日
時
／
7
月
7
日
午
後
6
時
30
分
か
ら

会
場
／
役
場
沢
内
庁
舎

　

基
本
条
例
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い　

「
住
民
投
票
」
を
議
題
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
高
橋
教
授
（
岩
手
県
立
大
学
）
か
ら
解
説

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
考
え
を
出
し
合
い
ま

し
た
。

　

話
し
合
い
で
は
、
住
民
と
議
会
や
町
長
の

考
え
に
ず
れ
が
あ
る
場
合
の
最
終
手
段
と
し

て
、
条
例
に
何
ら
か
の
規
定
が
必
要
と
す
る

意
見
が
大
半
を
占
め
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

投
票
で
き
る
年
齢
の
引
き
下
げ
な
ど
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
住
民
が
参
加
で
き
る
制
度
に

す
る
べ
き
と
い
っ
た
積
極
的
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

【
住
民
投
票
制
度
と
は
】

　

町
政
運
営
上
の
大
き
な
問
題
に
対
し
、

住
民
か
ら
の
請
求
な
ど
に
よ
り
行
わ
れ
ま

す
。
一
般
的
に
は
、
地
方
自
治
法
に
も
と

づ
き
、
議
会
の
議
決
で
定
め
る
新
た
な
条

例
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
（
自
治

基
本
条
例
）
に
そ
の
制
度
が
規
定
さ
れ
て

お
り
、
中
に
は
あ
ら
か
じ
め
住
民
投
票
に

関
す
る
制
度
を
定
め
、
一
定
数
以
上
の
住

民
か
ら
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
投
票
を

行
う
と
し
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

町では次のとおり入札を行いました。施工箇所の詳細などは担当課までお問い合わせください。
工事名は一部省略して記載しています。落札率は、税抜きの予定価格と税抜きの請負額から計算しています。
また、契約額は税込みの金額を表示しています。

入札執行状況

番　号／７（建設課）
事業名／防災拠点浄化槽設置（その１）
場　所／白木野ほか
内　容／合併浄化槽７人槽２基ほか
契約者／㈲西和水道土木
契約額／399万円
工　期／H22.6.28～9.21
落札率／95.0

番　号／８（建設課）
事業名／防災拠点浄化槽設置（その２）
場　所／柳沢ほか
内　容／合併浄化槽５人槽１基ほか
契約者／㈱近藤設備
契約額／375万9,000円
工　期／H22.6.28～9.21
落札率／95.0

番号／４（学務課）
事業名／川舟小学校屋内運動場耐震補強工事
場　所／川舟
内　容／補強工事一式
契約者／㈱田中建設
契約額／1,407万円
工　期／H22.6.28～10.25
落札率／95.9

番　号／５（学務課）
事業名／教員住宅屋根修繕（塗装）
場　所／貝沢ほか
内　容／貝沢教員住宅２棟ほか
契約者／㈲松川工務店
契約額／91万3,500円
工　期／H22.6.28～8.2
落札率／96.7

番　号／６（学務課）
事業名／湯田中学校外倉庫・プール更衣室修繕
場　所／川尻
内　容／倉庫屋根修繕一式ほか
契約者／㈲武田工務店
契約額／73万5,000円
工　期／H22.6.28～7.15
落札率／95.9

＜6月22日執行分＞

番　号／１（建設課）
事業名／東側幹線配水管移設工事設計業務
場　所／弁天
内　容／配水管布設替詳細設計一式
契約者／新日本設計㈱東北支社
契約額／198万4,500円
工　期／H22.6.28～9.30
落札率／75.9

番　号／２（建設課）
事業名／中部第一浄水場急速ろ過機ろ材交換塗装工事
場　所／川舟
内　容／ろ材交換一式ほか
契約者／㈱水機テクノス東北支店
契約額／1,155万円
工　期／H22.6.28～10.29
落札率／91.9

番　号／３（学務課）
事業名／沢内中学校特別教室棟耐震補強工事
場　所／太田
内　容／補強工事一式
契約者／㈲米沢工務所
契約額／1,302万円
工　期／H22.6.28～10.25
落札率／95.5
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雨を吹き飛ばす勢いで熱唱 野外ライブ「GREEN MOUNTAIN」

　7月10日、川尻の錦秋湖グラウンド駐車場特設会場で、野外音楽イベン
ト『GREEN MOUNTAIN －MADE IN 音楽－』が行われました。
　町内の若者たち約10人のスタッフで構成する実行委員会が企画・運営を
担って行われた今回の野外ライブ。実行委員長の石川伸也さん（川尻）は
「多くの皆さんの協力で実現できた。一人ひとりが主役となり、一緒にス
テージを盛り上げてくれるとうれしい」とあいさつしました。
　ライブには西和賀高校吹奏楽部をはじめ「OFF L IM I T S」
「SCRATCH」「WG☆STARS」など地元在住・出身メンバーが加わる
バンドが出演。当日午前まで降り続いた大雨を吹き飛ばす熱気が会場を包
みました。

盛り上がりを見せた「OFFLIMITS」の演奏

シルバー世代はつらつプレー シルバースポーツ大会

　6月21日、第5回シルバースポーツ大会が沢内農業者トレーニングセ
ンターを会場に行われました。高齢者の健康保持や相互の親睦を深める
ことを目的としたこの大会は、西和賀町老人クラブ連合会（内記正志会
長）の主催で行っています。
　大会には各地区の老人クラブ加入者など200人あまりが参加。出場者は
地区ごとに白、赤、青、黄色の4つの組に分かれ、スリッパ飛ばしや血
圧レース、ゲートボールリレーなどユニークな競技の数々に挑戦。年齢
を感じさせない熱戦が繰り広げられました。
　競技の結果、川尻と越中畑地区が中心の白組が優勝しました。 なかなか割れない風船「血圧レース」

生命尊重の軌跡を学ぶ 小学生が晟雄資料館見学

　6月30日、沢内地区の小学校4校の3年生19人が、太田の深沢晟雄資
料館を見学に訪れました。
　「生命尊重」の精神のもと、数々の功績を残した深沢晟雄村長。資料
館スタッフの説明を聞いた児童たちは、資料館に収められた大きな写真
や執務机、背広など数々の資料も見学。「深沢村長が若くして亡くなり
残念」など感想を話していました。
　社会科の授業の一環で町内施設の見学を行ったこの日、児童たちは他
にも役場沢内庁舎や碧祥寺博物館なども見学。自らが住む町のことを勉
強しました。 「生命尊重」の精神に触れた児童たち

　6月28日から7月１日にかけ、アメリカメリーランド州ベゼスタのパ
イル中学校の生徒10人と引率教師2人が、西和賀町を訪れました。
　訪れた生徒は7年生と8年生。日本での中学１年生と2年生にあたり
ます。
　生徒たちは湯田中学校と沢内中学校を訪問し、沢内中では書道、湯田
中では民俗芸能などを通じて地元の中学生と交流したほか、太田老人福
祉センターで『そば打ち』も体験。そば粉をこねて麺棒で伸ばし、包丁
でそばを切りました。太さはまちまちでしたが、手づくりのそばの味は
格別。おいしそうに味わっていました。
　パイル中学校との相互交流は、合併前の旧湯田町で平成元年から続け
られています。

うまく切るのは難しそう

今年も広がる交流の輪 アメリカ・パイル中学生来町
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○
雪
解
け
の
遅
い
春
先
の
不
安
か
ら
す

る
と
、
多
少
の
蒸
し
暑
さ
も
許
せ
る

と
こ
ろ
か
。
暑
さ
の
夏
を
あ
り
が
た

い
と
思
い
た
い
。
7
月
4
日
銀
河

ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
た
「
銀
河
鉄
道

の
夜
」
。
宮
沢
賢
治
の
宇
宙
観
と
も

言
え
る
舞
台
は
理
解
に
難
し
さ
が
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
寒
さ
や
暑
さ
に

一
喜
一
憂
し
な
が
ら
も
、
人
間
の
持
っ

て
い
る
心
の
広
が
り
に
は
無
限
の
偉

大
さ
を
感
じ
ま
す
。

○
わ
か
り
や
す
い
と
い
え
ば
ス
ポ
ー
ツ

か
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
も

夢
と
現
実
の
中
に
幕
を
閉
じ
た
。
負

け
れ
ば
散
々
、
勝
て
ば
ほ
い
ほ
い
。

フ
ァ
ン
も
マ
ス
コ
ミ
も
、
少
し
い
い

加
減
に
し
て
ほ
し
い
と
思
う
節
が
多
々

あ
る
が
、
事
は
正
直
で
あ
る
。
勝
負

の
世
界
は
、
そ
こ
に
自
分
の
身
を
置

い
た
者
に
し
か
わ
か
り
得
な
い
も
の

が
あ
る
。
勝
敗
を
決
め
る
Ｐ
Ｋ
戦
は

あ
ま
り
に
も
ド
ラ
マ
に
過
ぎ
て
い
る
。

ゴ
ー
ル
を
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
選
手
、

そ
の
肩
を
抱
き
し
め
る
同
僚
と
監
督

の
涙
。
そ
の
情
景
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
世
界
中
に
映
し
出
さ
れ
た
。
自
分

の
青
春
時
代
の
涙
と
重
な
る
も
の
が

あ
り
心
が
震
え
た
。
こ
の
劇
的
シ
ー

ン
を
読
売
新
聞
「
編
集
手
帳
」
は

『
勝
利
よ
り
深
く
胸
を
刺
す
敗
北
の

情
景
も
あ
る
』
と
言
い
表
し
た
。
楽

し
み
に
し
て
い
る
夏
の
高
校
野
球
岩

手
県
大
会
も
始
ま
っ
た
。
西
和
賀
高

校
球
児
達
よ
、
夢
に
向
か
っ
て
走
っ

て
く
れ
！

○
７
月
12
日
、
岩
手
大
学
地
域
連
携
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
鈴
木
セ

ン
タ
ー
長
に
は
山
菜
な
ど
で
指
導
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
前
斉
藤
セ

ン
タ
ー
長
の
最
終
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

翌
日
に
は
参
加
へ
の
礼
状
が
先
生
か

ら
届
き
ま
し
た
。
紹
介
し
ま
す
。「
湯

田
町
の
時
代
に
は
、
温
泉
の
調
査
と

い
う
こ
と
で
山
野
を
か
け
め
ぐ
り
ま

し
た
。
ほ
っ
と
ゆ
だ
、
砂
湯
っ
こ
な

ど
い
い
湯
が
出
て
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。
沢
内
の
雪

を
利
用
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
計
画

に
も
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

か
た
く
り
を
愛
で
、
ワ
ラ
ビ
、
ぜ
ん

ま
い
、
う
ど
な
ど
採
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
地
連
セ
ン
タ
ー
で
も
西

わ
ら
び
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
う
れ
し

く
思
い
ま
す
」
。
会
場
で
は
、
研
究

を
実
社
会
に
つ
な
ぐ
メ
ン
バ
ー
が
い

て
有
意
義
な
出
会
い
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

NISHIWAGA－2010.07.

税
務
会
計
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
会
計
課　

☎
8
2

－

3
2
8
3

▼
『
公
売
』
を
行
い
ま
す

　

町
は
、
差
押
さ
え
た
財
産（
動
産
）を『
公

売
』
し
ま
す
。

　

入
札
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、

持
参
す
る
も
の
な
ど
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
す
る
か
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
参
加
希
望
者
は
時
間
ま
で
に
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
見
積
（
最
低
）
価
格

　

40
万
円

■
公
売
物
件
下
見
会

　

平
成
22
年
８
月
５
日
㈭

　

※

希
望
者
は
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

後
日
、
時
間
や
場
所
な
ど
詳
細
を
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

■
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載
し
て

　

い
ま
す今月納めていただく税金と納期限

※納期限及び口座振替日は8月2日㈪です。

固定資産税２期
国民健康保険税１期
介護保険料１期
後期高齢者医療保険料１期

ヤナセ　１１－２０ＨＳＴＤ

〈
動
産
公
売
〉

■
公
売
日
時　

平
成
22
年
８
月
10
日
㈫

　

午
前
10
時

■
公
売
会
場　

湯
田
庁
舎

■
公
売
物
件　

動
産
１
件

　

ヤ
ナ
セ　

除
雪
機
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
）

　

（
使
用
時
間
３
２
６
時
間
）
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西和賀に
⑦⑪

▶世帯数と人口を教えてください。
　世帯数は77世帯、人口は262人で
す。（6月末現在）
▶行政区の範囲は
　長瀬野区は沢内字長瀬野12地割
から19地割と、両沢20地割から23
地割までの範囲です。
▶長瀬野区の見どころは
　毎年8月15日は「長瀬野盆踊り
大会」を行っています。最近は参加者が少なくなって
いますが、以前は800人も集まった伝統の盆踊り大会
です。
　また長瀬野地区では、福祉の向上を目指すため盛岡
市のみちのくみどり学園の子どもたちと一緒にホーム
ステイを行っています。首都圏などの児童養護施設の
子どもたちが参加する「全国・西和賀まるごと児童養

護施設事業」も7年前から
行っています。
　両沢地区では環境整備の
一環として、2年前にまわ
りの道路に捨てられたごみ
を撤去しながら「きれいな
地区づくり」に力を入れて
います。同じく2年前には
「日本一小さな花火大会」
として花火を打ち上げまし
た。公民館近くには水車小
屋もあり、実際に水車を回
しています。

長瀬野区 お話を聞きました
行政区長　高橋　久男さん

▲平成20年8月の花火大会

―ともに歩む― ⑦

　6月13日に行われた西和賀町消防操法競技会の小型ポ
ンプ操法の部で優勝し、7月3日の支部大会では4位に
ランクイン。
　指揮者を務めた高橋洋一班長は「やるだけのことはやっ
たので満足しています」と支部大会を振り返ります。
　管轄の前郷地区は来年「無火災40年」を迎えます。柿
沢智弘部長は「操法競技ももちろん大事だが『火災のな
い地域』づくりが何よりも大切。地道な活動を重ねたい」
と話し、「無火災の里」への決意を新たにしていました。

岩手県

秋田県

主要地方道
盛岡横手線

国
道
1
0
7
号

長瀬野
なが　せ　の

町操法競技会『小型ポンプ』優勝西和賀町消防団第４分団第１部（前郷）

木彫りの看板を作る

高橋　田子さん（73歳）川舟

▶きっかけは
　10年ほど前ですね。以前からわが家では家族や親類が病
弱で、神様からご利益を授かることができれば、という思
いで氏神さまに木彫りの看板を奉納したのが始まりです。
　自分が好きで作っているだけですが、私の看板で、見た
人が笑顔になってくれればと思っています。「笑う門には
福来る」といいますし、皆さんの幸せを祈る気持ちで作っ
ています。
▶どんなものを作っていますか
　川舟や丸志田の、いわゆる「山の神」の神社の看板のほ
か、安ヶ沢カタクリ群生地の入り口の看板などです。また
左草地区の「ブナの森自然塾さそう館」の看板も作りました。
　作品によっては、経年劣化で塗料がはがれたりしている
ので、時間があれば塗りなおしをしたいですね。
▶難しいところは
　最近はなかなか良い材料が見つからないのが大変です。
作業としては、材料の板の大きさや形に合った文字割りを
するのが難しいですね。

▶これからの目標は
　作る機会と良い材料があれば、これ
からも長く続けて自分の楽しみにして
いきたいです。

た　こ

▲自宅の電話台は新築
　記念の作品

▲カタクリ群生地入り口の看板



他その

●受付期間／8月1日㈰～9月10
  日㈮
●問合先／自衛隊北上地域事務所
　☎63-6736
  町民課☎85-2111

　8月は斑点米カメムシ類の防除
時期です。県内ではここ数年、水
稲の斑点米カメムシ類の防除時期
にミツバチの大量死が発生してい
ます。このようなことが起こらな
いように以下の対策を行うようお
願いします。
■水稲農家の対策
　①養蜂家への防除時期の伝達
（散布の2週間前）②適期防除（穂
揃い1週間後）の徹底③農薬の飛
散防止など
■養蜂家の対策
　①水場の確保（ミツバチを水田
に近づけない）②周辺の水稲農家
への巣箱の位置の周知③巣箱の移
動など
　西和賀地域の平年のカメムシ防
除適期は8月10日～16日ごろです
が、水稲の生育状況やカメムシの
発生状況などに応じて防除時期が
変わってきます。防除時期に関す
る今後の情報にご注意ください。
●問合先／農業改良普及センター
　西和賀普及サブセンター☎82-3
  125　ＪＡいわて花巻西和賀地域
　営農センター☎85-3301

　学校が夏休みに入り、花火など
で遊ぶ機会が多くなります。花火
で遊ぶ際は、次の点に気をつけて、
安全で楽しい夏休みにしましょう。
○水バケツを用意
○遊び終えた花火はきちんと後始
　末
○時間や場所などルールを守って
　安全に
○子どもに火遊びをさせないよう、
　ライターやマッチは大人がしっ
　かり管理
●問合先／西和賀消防署☎84-2507

　日本赤十字社岩手県支部では、
平成23年4月1日付けで採用する
職員の採用試験を行います。
●採用予定人数／事務職員1人
●職務内容／日赤岩手県支部、病
　院及び血液センターなどの事務
●勤務先／①日赤岩手県支部②盛
　岡赤十字病院③岩手県赤十字血
　液センター④日赤岩手乳児院⑤
　特別養護老人ホーム日赤鶯鳴荘
●受験資格／大学（短大を除く）を
　平成23年3月に卒業予定の者
●1次試験／9月19日㈰
●申込受付期間／7月28日㈬から
　8月10日㈫まで
●申込方法／履歴書1通（写真を
　貼付）と返信用はがき1通（受験
　者の宛先を記載）を申込先に持
　参するか、封筒の表に 「職員採
　用試験」 と朱書し申込先に郵送
●申込・問合先／〒020-0021盛岡
　市中央通 1-4-7 日本赤十字社岩
　手県支部総務課☎019-623-7218

　清水ヶ野の老人保健施設清水苑
の給食事業を行っているシダック
スフードサービス㈱では、給食ス
タッフを募集しています。詳しく
はお問い合わせください。
●業務内容／①栄養士：献立作成・
　発注・事務処理ほか②調理員：
　調理・盛付・洗浄ほか
●勤務時間／①8:30～17:30
　②5:30～19:30までのうち週5時
　間×5日または週8時間×3日
　の交代制
●必要資格／①栄養士（管理栄養
　士）②特になし（調理師資格あ
　ればなお可）
●給与／①日給月給日額6,800円
　～②時給680円～（応相談）
●保険／①各種保険あり②雇用保
　険
●契約期間／①1年間（更新あり）
　②3ヶ月間（更新あり）
●問合先／シダックスフードサー
　ビス㈱東日本支社東北支店
　☎022-227-4075 藤根まで
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交　通 急　病
救急出場件数

火災出場件数 損　害　額

区分

区分

項　　目
転　　　入
転　　　出
出　　　生
死　　　亡
人　　　口
男
女

世　帯　数

件数

人員
搬送

合計
その他

（12件）
3件

件数
（0件）
0件

（0円）
0円

（10人）
3人

（79件）

（　）は1月からの累計

（　）は1月からの累計

8件

（73人）
5人

（61件）
9件

■救急

■火災

（59人）
9人

（152件）
20件

（142人）
17人

物損 負傷 人身 死亡 飲酒区分
実数
累計

10
（79）

3
（12）

3
（7）

0
（0）

0

8
14
6
11

6,937
3,246
3,691
2,487

4
5
4
6
11
1
10
2

＋
－
＋
＋
－
－
－
－

（0）

火災・救急の状況

交通事故の状況

住民の動き
実　　数 前月との比較

有　馬　ハルエ

刈　田　レイ子

髙　橋　ホンコ

　　川　キ　ヌ

(81歳）

(79歳）

(98歳）

(92歳）

6月20日

6月27日

7月 3日

7月 7日

太　田

新　町

新　町

若　畑

糯　田　心　奏

内　記　　　脩

髙　橋　陽　汰

髙　橋　李　音

山　田　葉　音

藤　原　侑　大

東海林　治　男

（女）

（男）

（男）

（男）

（女）

（男）

（男）

有　貴

淳　

典　

芳　幸

豊　

琢　郎

保　

川　尻

前　郷

湯　田

新　町

穴　明

長瀬野

下左草

お悔やみ申し上げます

ご誕生おめでとうございます

※掲載を希望しないこともできます。届け出の際
　にお申し付けください。

（敬称略）

6月15日～7月15日受付分

戸籍戸籍の窓戸籍戸籍の窓戸籍の窓
お知らせお知らせお知らせお知らせお知らせ

（6月末）

（6月末）

（6月末）

夏休みの子どもたちと
火の用心

ここな

　　　　しゅう

ひなた

り　と

はのん

ゆうた

はるお

日赤岩手県支部職員募集

斑点米カメムシ類の防除を
～ミツバチへの被害に注意～

清水苑の給食スタッフ募集

求人情報



　町では、次のとおり職員を採用
します。
●採用予定職種・人数／
　①一般事務　若干名
　②保育士　若干名
●条件／①平成23年4月1日現在
　で30歳未満②同40歳未満
●必要資格／①高校卒業（来年3
　月31日まで卒業見込を含む）
　②保育士資格（来年3月31日ま
　で取得見込みを含む）
●申込方法／申込用紙に必要書類
　を沿えて総務課に提出（申込用
　紙は総務課で配布・ホームペー
　ジからもダウンロード可能）
●申込期限／8月13日㈮午後5時
●試験日／（1次試験）平成22年 9
　月19日㈰（2次試験）平成22年10
 月下旬
●合格発表／（1次試験）10月上旬
　（2次試験）11月上旬
●問合先／総務課☎82-3281

　西和賀町では自宅が地震に対し
て安全かどうかを調べる 「耐震診
断」 を行っています。
●対象／西和賀町内の次のすべて
　に該当になる住宅が対象です。
　①昭和56年6月以前に着工され
　たもので、昭和56年以降増築し
　ていない住宅②平屋建てまたは
　2階建ての木造住宅であること
　③木造軸組工法もしくは伝統的
　工法で建てられたもの

●募集戸数／3戸（申込先着順）
●診断料／1棟あたり30,000円で
　す。このうち3,000円を自己負担
　していただきます
●その他／診断は、県で認定して
　いる木造住宅耐震診断士が自宅
　に伺って行います
●問合先／建設課☎82‒3288

　長峰公園は、今年度は7月17日
㈯から開園しました。皆さんのご
利用をお待ちしています。
●利用期間／8月15日㈰まで（休
　園日なし）
●利用料金／

●その他／①15人以上で団体の扱
　いとします②大人は高校生以上、
　小人は小・中学生です③就学前
　の幼児は無料です④バンガロー
　を2泊続けて申込みした場合は、
　その間は日帰り利用料は無料で
　す⑤キャンプ場及びバンガロー
　を宿泊として利用する場合、小・
　中・高生のみの利用はできませ
　ん。ただし、統導者（成人者）が
　つく場合は利用できます
●予約・問合先／ふれあいゆう星
　館☎82-2800（平日14:00～21:00、
　土・日9:00～21:00）

　町で運行している患者輸送車は、
お盆期間の8月13日㈮から16日㈪
まで運休します。
●問合先／保健福祉課☎85-3412

　雪国文化研究所では、8月1日
㈰のさわうち雪氷まつりに合わせ
て研究所の公開を行います。
　雪や氷の造形写真などのパネル
展示のほか、雪冷房装置の実証も
行います。また、今年の雪国文化
賞の受賞者である山形県の 「尾花
沢市民雪研究会」 が取り組んでい
る雪中貯蔵した玄そばの試食も行
います。雪中貯蔵の風味をお楽し
みください。限定100食で、先
着順・無料です。
●問合先／生涯学習課☎82-2045

　自衛隊では次のとおり自衛官を
募集します。試験日などは募集種
目ごとに異なりますので詳しくは
お問い合わせください。
●募集種目／①航空学生②一般曹
　候補生③自衛官候補生
●応募資格／①高卒（見込み含む）
　21歳未満②③ともに18歳以上27
  歳未満
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役場から
お知らせお知らせお知らせお知らせお知らせ

小 人
120円
 70円

大 人
240円
120円

小 人
150円
80円

個 人
300円
150円

団　　体個　　人

宿　泊
日帰り
区　分 1　　　棟

4,000円
（午後3時30分から　　　　　
　　翌日の午前10時00分まで）

2,000円
（午前10時00分から　　　　　
　　　　　午後3時00分まで）

宿　泊

日帰り

区　分キ
ャ
ン
プ
場

バ
ン
ガ
ロ
ー

　町では、次のとおり町営住宅新
町団地、猿橋団地及び特定公共賃
貸住宅大沓団地、川舟団地それぞ
れ1世帯の入居者を募集します。
　入居資格は、原則として同居す
る家族（婚約者含む）のいる人で
住宅に困っている人です。入居を
希望する人は、8月6日㈮までに
町民課または税務会計課へ申し込
んでください。入居は9月上旬の
予定です。

公営住宅入居者を募集

沢内字川舟34-9-3大沓36-41-3沢内字猿橋33-28-1沢内字新町16-42

4ＤＫ（木造2階）3ＤＫ（木造2階）3ＤＫ（木造2階）3ＤＫ（木造2階）

42,000円42,000円14,000円～

家　　賃　　の　　3　　倍敷　　金

住　　所

住宅規模

家賃(月額)

入居資格

住 宅 名

16,200円～

200,000円以上200,000円以上158,000円以下

世帯総所得額から同居家族一人あたり38万円を差し引き、12で割った額が

158,000円以下

特定公共賃貸住宅
川舟団地

特定公共賃貸住宅
大沓団地

町　営　住　宅
猿橋団地

町　営　住　宅
新町団地

国 県からや「耐震診断」を
してみませんか？

雪中貯蔵の玄そばを
試食しませんか長峰公園開園のお知らせ

患者輸送車の運休

西和賀町職員を募集

自衛官を募集します
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宮
崎
県
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
。
終

息
し
た
も
の
と
思
っ
て
い
た
ら
、
民

間
種
牛
の
殺
処
分
と
い
う
事
態
。
私

も
小
さ
い
頃
、
牛
と
共
に
生
活
し
た

こ
と
が
あ
り
一
緒
に
い
る
と
家
族
と

同
じ
に
な
る
。
心
が
張
り
裂
け
る
思

い
だ
ろ
う
と
テ
レ
ビ
を
見
て
涙
が
出

て
く
る
。
ま
た
異
常
気
象
で
集
中
豪

雨
の
た
め
土
砂
災
害
や
河
川
の
氾
濫

等
今
ま
で
の
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な

い
現
象
が
起
き
て
い
る
。
「
短
時
間

強
雨
」
の
対
処
を
考
え
る
こ
と
を
痛

切
に
感
じ
た
今
回
の
異
常
気
象
で
あ

る
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話
を
切
り
替
え
、
１
ヶ
月
に
わ
た

っ
た
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
。
ド
イ
ツ
の
水

族
館
の
た
こ
、
パ
ウ
ル
が
占
っ
た
勝

敗
の
行
方
も
盛
り
上
が
り
の
一
役
を

買
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
国
が
心
一

つ
に
な
っ
た
瞬
間
で
は
な
か
っ
た
か
。

ま
た
、
高
齢
の
方
々
も
サ
ッ
カ
ー
に

関
心
を
示
し
た
一
瞬
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
新
幹
線
で
高
齢
の
方
４
人
が

座
席
を
向
き
合
わ
せ
楽
し
そ
う
に
会

話
、
内
容
は
サ
ッ
カ
ー
の
話
。
選
手

の
名
前
で
は
な
く
、
た
こ
の
パ
ウ
ル

の
名
前
。
「
あ
の
パ
ウ
ル
す
ご
い
よ

な
ぁ
、
会
っ
て
占
っ
て
も
ら
い
た
い

な
ぁ
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
自
分
た

ち
で
勝
手
に
占
っ
た
り
し
て
い
る
の

を
聞
き
、
私
も
そ
の
人
達
の
会
話
に

引
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
し
な

が
ら
目
的
地
に
無
事
到
着
。

　

ど
ん
な
形
で
あ
れ
他
の
人
と
、
何

か
を
一
瞬
で
も
共
有
で
き
る
こ
と
を
、

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

　
（
広
報
編
集
委
員　

菊
池
多
美
子
）

　

今
年
の
「
錦
秋
湖
あ
や
め
ウ
ォ
ー

ク
」
に
は
青
森
県
や
県
内
各
地
か
ら

１
４
８
人
が
参
加
。
貯
砂
ダ
ム
の
水

の
回
廊
、
満
開
の
あ
や
め
公
園
、
焼

地
台
の
つ
り
橋
な
ど
10
キ
ロ
の
コ
ー

ス
で
西
和
賀
の
大
自
然
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

　
　
　

（
平
成
22
年
7
月
11
日
撮
影
）

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
、

忙
し
い
事
務
に
追
わ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
無
事
に
７
月
号
が
発
行
で
き

た
の
は
関
係
す
る
皆
さ
ん
の
協
力
の

お
か
げ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
感
謝
。

　
（
総
務
課
広
報
担
当　

佐
々
木
真
）

編
集
後
記

て

に

を

は

写
真
ス
ケ
ッ
チ

広報にしわがでは「西和賀写真スケッチ」に
掲載する写真を募集しています。

送付先／〒029-5512 岩手県和賀郡西和賀町川尻40-40-71
　　　　西和賀町役場総務課広報係まで
電子メール／soumu@town.nishiwaga.lg.jp

○写真の題材やカメラの種類は問いません。
○写真データまたはプリント写真に、100字程度のコメント、
　撮影場所、撮影者の住所と氏名を添えて役場総務課までお
　送りください。（郵送または電子メール）
○お送りいただいた写真が多数の場合は、１点選考させて頂
　きます。あらかじめご了承ください。

募集

「
錦
秋
湖
あ
や
め
ウ
ォ
ー
ク
」

撮
影
者
・
深
澤
武
志
さ
ん
（
太
田
）

伝統の郷土料理おすすめ
の

一品

田舎まるまるライスバーガー
～地域特産品加工コンクール出品作品～

①　ごはんに片栗粉を混ぜてラップに包み、せんべい状に固くつぶします
②　①のごはんをホットプレートで焼きます。途中で表面にだししょうゆ
　　を刷毛で塗り、最後にあぶらみそを塗ります
③　干しわらびを水でもどして下ゆでし、濃い目に味付けして水分を飛ば
　　し、最後にゴマ、ゴマ油を混ぜます
④　②のごはんに③をサンドイッチ状にはさんでできあがりです

材料

作り方

Vol.31

○残ったご飯でもでき、腹持ちもよく具を変えると
　いろいろな味が楽しめます。

■紹介者　有馬　絹さん（鍵飯）

3個分


